
「永遠の救いの源」             2018 年 12 月 20 日 

ヘブライ人への手紙 5 章 1 節～10 節 大祭司はすべて人間の中から選ばれ、罪のため 

の供え物やいけにえを献げるよう、人々のために神に仕える職に任命されています。大祭

司は、自分自身も弱さを身にまとっているので、無知な人、迷っている人を思いやること

ができるのです。また、その弱さのゆえに、民のためだけでなく、自分自身のためにも、

罪の贖いのために供え物を献げねばなりません。また、この光栄ある任務を、だれも自分

で得るのではなく、アロンもそうであったように、神から召されて受けるのです。同じよ

うにキリストも、大祭司となる栄誉を御自分で得たのではなく、／「あなたはわたしの子、

／わたしは今日、あなたを産んだ」と言われた方が、それをお与えになったのです。また、

神は他の個所で、／「あなたこそ永遠に、／メルキゼデクと同じような祭司である」と言

われています。キリストは、肉において生きておられたとき、激しい叫び声をあげ、涙を

流しながら、御自分を死から救う力のある方に、祈りと願いとをささげ、その畏れ敬う態

度のゆえに聞き入れられました。キリストは御子であるにもかかわらず、多くの苦しみに

よって従順を学ばれました。そして、完全な者となられたので、御自分に従順であるすべ

ての人々に対して、永遠の救いの源となり、神からメルキゼデクと同じような大祭司と呼

ばれたのです。 

 

大祭司は人々の罪を贖うために、供え物やいけにえを献げて神に仕える祭司の最高位の 

職に任命されている。大祭司といえども、人間の中から選ばれているから、自分自身も弱

さを身にまとっているので、無知な人、迷っている人を思いやることができる。また、自

らの弱さのゆえに、民のためだけでなく、自分自身のためにも、罪の贖いのために供え物

を献げねばならない。この光栄ある任務を、誰も自分で得るのではなく、初代の大祭司で

あったアロンもそうであったように、神から召されて受けるのである。大祭司は人間の中

から選ばれるが、神からの召命を受けて、人間の罪を贖う光栄ある儀式を司るのである。 

「同じようにキリストも、大祭司となる栄誉を御自分で得たのではなく、／「あなたは

わたしの子、／わたしは今日、あなたを産んだ」と言われた方が、それをお与えになった

のです。」キリストも、大祭司の栄誉を御自分で得たのではなく、神がお与えになった。

「また、神は他の個所で、／『あなたこそ永遠に、／メルキゼデクと同じような祭司であ

る』と言われています。」これは、詩編 110 編 4 節 b の「わたしの言葉に従って／あなた

はとこしえの祭司／メルキゼデク（わたしの正しい王）」からの引用である。旧約聖書で

は、メルキゼデクは永遠の祭司と位置づけられている。メルキゼデクについては、7 章で

詳しく論じられている。「著者」は、主イエスを、「永遠の祭司メルキゼデクに等しい方」

と定義している。  

大祭司イエスは、「肉において生きておられたとき、激しい叫び声をあげ、涙を流しな

がら、御自分を死から救う力のある方に、祈りと願いとをささげ、その畏れ敬う態度のゆ

えに聞き入れられました。」キリストは御子であるにもかかわらず、人となり、多くの苦

しみによって従順を学ばれ、人間の罪を贖い、神に執り成し、完全な者となられた。死か

ら救う力ある神に、主イエスの従順が顧みられたのでる。だから、御自分に従順である全

ての人々の永遠の救いの源となった。それ故に、神からメルキゼデクと同じような大祭司

と呼ばれたのである。 


